
様式１ 令和４年度　　山梨県立白根高等学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価） 　

Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

学校生活の中で適宜、グループワーク等を取り入
れ、生徒が中心となる授業や活動を展開する。生徒
が意欲的に取り組めるような授業展開を行う。

学校改善アンケート結果
(教職員,保護者,生徒,授業）
振り返りシート結果
相互授業観察

授業が学びの始まりになるように、基礎基本を徹底
し、課題等で繰り返し練習させる。Classi等を活用し
て課題配信など家庭学習を推進させる。

学校改善アンケート結果
(教職員,保護者,生徒,授業）
振り返りシート結果
二者・三者懇談

日常にある問題や発展的な問題にも挑戦させ、教え
合い等を通して理解を深めさせる。

学校改善アンケート結果
(教職員,保護者,生徒,授業）
振り返りシート結果等

学級活動や授業の中で発言する機会を設けたり、グ
ループ学習を適宜取り入れる。

学校改善アンケート結果
(教職員,保護者,生徒,授業）
振り返りシート結果等

授業の中でＰＣ等のＩＣＴ機器を活用し生徒理解を深
めさせる。またClassiを活用し、小テストやアンケート
を実施する。

学校改善アンケート結果
(教職員,保護者,生徒,授業）
振り返りシート結果等

全職員で統一した認識を持ち、同一歩調で生徒指
導に当たる。朝の登校指導や遅刻指導を通じて基
本的な生活習慣の確立を目指す。

学校改善アンケート結果
(教職員,保護者,生徒,）

遅刻者数の推移分析

年３回学校生活調査を実施し、いじめ・不登校の発
生防止、早期発見ができるように取り組む。

学校改善アンケート結果
(教職員,保護者,生徒,）
スクールカウンセラーの活
用状況
生活実態調査の結果分析

行事の運営が生徒主体で行われるよう、評議会との
連携を図り、HRと生徒会本部が意見交流を行いな
がら推し進める。

学校改善アンケート結果
(教職員,保護者,生徒,）
振り返りシート結果
各行事終了後のアンケート
による評価・分析

フードバンク、桃源郷マラソンへの継続的な協力な
ど、多くの生徒が各種ボランティアに参加できる場を
提供する。

学校改善アンケート結果
(教職員,保護者,生徒,）
振り返りシート結果等

キャリア形成を支援するために外部講師による生き
方講演会やキャリア基礎講座等を実施する。

キャリア学習後のレポート
の内容評価

HR担任が生徒との二者面談の中で振り返りや見直
しの支援をし、三者懇談の際に保護者と内容を共有
する。

キャリアパスポートを通した
課題やレポートの内容評価
二者懇談・三者懇談

インターンシップを充実させるためビジネスマナー講
座など外部講師の講演を実施する。また外部講師
による進路講演会や分野別進路ガイダンス、職員に
よる進路説明会を行う。

各事業終了後のアンケート
結果

望ましい社会観・職業観育成のため地元の企業見
学や職業人講話を実施する。

活動報告と学習後のアン
ケートによる評価と分析

備品の整備や外部指導者の招聘を行い、部活動環
境の充実に努める。

学校改善アンケート結果
(教職員,保護者,生徒,）

学園祭では外部審査員を招聘し、本校の文化の醸
成を図る。

活動報告と学校評価アン
ケートによる評価・分析

防災避難訓練を地域の方々と共に計画・実施し自
助・共助・公助について体験活動を通じて学ぶ機会
を設ける。交通講話、道徳講話の実施。

学校改善アンケート結果
(教職員,保護者,生徒,）
行事終了後のアンケート結
果

生徒が健康に生活するために参考になる校内の講
演会を3年間を見通し、計画する。

学校改善アンケート結果
(教職員,保護者,生徒,）

（２）学校関係者評価については，年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し，評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは，最終回の学校評価委員会等を開催し，学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

・16歳から18歳の生徒に将来の進路を決定させるのは厳しい選択だと思いますが、インターンシップ、外部講師
の講演等いろいろな経験をさせてあげて欲しいです、その中にヒントができたらなと思います、櫛形山エコパーク
体験学習・遺跡調査の体験などは素晴らしい事だと思います。可能であれば私も参加してみたいと思いました。
・学校の所在地である南アルプス市との連携による1学年の野外活動については、地域の特色、歴史、自然風
土を学ぶよい機会となり成果があったと感じた。
・1学年の分野別職業懇談会も南アルプス市と連携し、講師の手配が実現できて良かった。地域でかんばる人
材の生の声を聴けることは、生徒のキャリア形成に寄与できると思うので継続して取り組んでほしい。
・将来、生徒自身の地元で働き、地域に貢献できる人材を育成するため、小規模校であることを強みと捉え、地
域協働の教育を目指し、白根高校の強みをアピールしてほしい。
・学業とは別に将来にわたって特別な意義が有りますので、これから継続して白根高校の社会人に向けての
キャリア教育はお願いします。
・地域を知る活動として新たに取り入れた「フィールドディ」の活動は、地域と関わり、地域の特色を学ぶよい機
会となり、白根高校が目指すべきコミュニティスクールの効果的な取組みの一つとして評価したい。
・コロナ禍からの脱却、インターンシップや、フードバンク、フィールドデイの取り組み等継続してほしいです。
・ コミュニティースクールの活動としての「フィールドデイ」特に遺跡発掘等の活動は、地域の活動への参加、実
情、歴史を知る上でも大変貴重な内容だと思います。コミュニティースクールの活動内容は、今後も多くを打ち上
げるのではなく、継続していける内容で、充実していければと思います。
・白根高校の特色はキャリア教育であり、インターンシップや体験活動などを地元と協力して積極的に行ってい
ることが素晴らしいと思います。
 ・インターンシップや地域学習など生徒が地域・社会・他者と連携することにより成長していくキャリア形成に正
面から取り組んでいる。
・これからの時代は、外部講師の導入は必要になるのではないでしょうか。

・学校行事等は翌日には必ずアップされている、ホームページの充実ぶりは本当に感心する所です。ウェイトリ
フティングの活躍は素晴らしい所でありますが、野球部の復活が特にうれしく思います。部活動に入っていない
生徒が多いように感じますが入っていない生徒に希望する部活動のアンケート等を実施するとかどうでしょう
か？　                                                                                    ・部活動については、自己評価結果にあると
おり、各部において、部員不足が懸念される。部活動は、健康体力の増進に寄与するとともにコミュニケーション
能力も高めることができると思うので、生徒会活動を通じて加入促進に努めてほしい。
・教職員の負担軽減のため、地域連携による外部指導者の登用について継続して取り組んでほしい。また、指
導者についても公益財団法人日本スポーツ協会の指導資格を有する者等、適切な指導が行えるよう努めてほ
しい。
・以前に学園祭を見学に伺った時に生徒主体で先生と一緒に運営を楽しんでいたのが印象的でした。イベント
は共に楽しむ事だと思います。
・部活や生徒会活動、安全教育等については、厳しい環境の中でも、創意工夫により様々な課題に取り組み、
着実に成果につなげた。
・生徒向けだけでもったいないような図書館の取組みの充実ぶりも、大いに評価したい。
・引き続き活発な部活動を展開していただきたいです。
・来年度から感染症対応が縮小することが予想されるので、さらに期待できると考えています。
・ホームページの毎日の更新、内容の充実に努力していることに敬意を表します。
・新聞（わたなべ新聞店ニュース含）、報道などに取り上げられることで、白根高等学校の良さ、頑張っているこ
とが地域にも広く知られる機会となり良かったと思います。・部活動は小規模校の苦しい現状の中よく成果をあ
げて頑張っていると思います。女子生徒数が多い中でのチアリーディング部は白根高校の今後目玉になるので
はと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・体育・文化・防災等の活動においても地域・社会・
外部人材との連携を意識して取り組んでいる。
・課外活動における教職員の負荷軽減を図る為にも引き続き外部指導者・審査員の招聘を進めるべきであると
考えます。

評価

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達
成
度

自己評価結果 評価

規範と相談による生徒指導体制の確立

幸福追求を目的とするキャリア教育の推進

学校関係者評価

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

「自主自立」・「進取研鑽」の校是の下、幸福な人生を送るために必要な資質・能力を身につける生徒の育成を目指す。 　山梨県立白根高等学校  校長　中村　千尋

体育・文化活動による健康・安全教育の充実

実施日　（令和５年２月１４日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

本年度の重点目標

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

できていない。

年度末評価（令和５年２月１日現在）

主体的・対話的で深い学びによる学力向上の推進

主体的・対話的で深い学びによ
る学力向上の推進

1

・自身の在り方生き方を見つめキャリアビジョンの形成に向け
た見通しを立てさせることができた。外部講師の講演後に振り
返りをしっかり取り組ませることができた成果であると考える。
次年度は事前学習を充実させることにより、講義をより効果的
なものにしていく必要がある。
・三者懇談等により家庭との連携を深め生徒のキャリア発達
を支援する体制を進めることができた。キャリアパスポートを
有効活用し、生徒と保護者、教員が同一の視点でキャリア形
成に取り組めるような手立てを考えることが課題である。
・２年生はインターンシップの事前学習に意欲的に取り組む中
で主体性や調整力を向上させた。１・２年生ともに分野別ガイ
ダンスを通じて個に応じた知識獲得の場や体験の機会を設け
ることができ、進路意識を高めることができた。生徒の活動の
様子や成果を保護者と共有し、家庭での支援を充実させる取
組について考えていく必要がある。
・地域の人材を活用した職業人講話を通じて、自身の将来の
可能性を考える機会とし、望ましい職業観・勤労観を育成する
ことができた。地元の発展に貢献する方策についてより具体
的に考える機会とするための企業見学の実施が検討課題で
ある。
・コミュニティ・スクールとして、本年度1学年で実施した地域を
知る活動「フィールドディ」をさらに発展させ、白根高校の総合
的な探求の時間の目玉となるような企画を立案し実施してい
く。

・多忙化改善と同時に、生徒の活動も充実したものとなるよう
に人材や資金面でのサポートを行いたい。また、生徒会本部
を中心に部活動加入への啓発活動を行い、部活動の活性化
に繋げたい。各部活動においては、年間及び月間の活動計画
を策定し、生徒にあらかじめ示すことによって生徒が見通しを
持って学校生活や部活動ができるようにさらに努める。また、
メリハリのある部活動を継続して行い、学習との両立を図って
いく。
・部活動の生徒を中心に、生徒達が来校者や教職員に挨拶が
自然にできるようになってきたと学校内外から好評であった
が、コロナ禍の中で、若干挨拶ができなくなっている生徒が増
えてきた。生徒のアンケート結果の中でも、「コロナ禍の中で
挨拶ができなくなっている生徒が増えてきたこと」を生徒たち
自身が気付きはじめているので、生徒会を中心に自治活動と
しての挨拶運動を計画・実施する。
・学園祭ステージ発表では事前指導がステージのレベルアッ
プにどの程度効果があったかは分からないが、外部指導者と
の触れ合いが生徒への刺激となった様子である。今後も継続
したい。
・外部団体に所属し活動している生徒に対しても、学校生活の
充実、特に学習との両立がなされるよう関係団体とも協力して
指導していく。
・生涯にわたり健康に生活できるよう、そのきっかけ作りのた
めに引き続き講演会等を計画していく。

4

4

・小規模校の苦しい人員配置の下で、各教職員への負担感が
増し、校務分掌の不公平感が教職員間にある中でも、学校の
教育目標及び校長の運営方針が職員会議や個別面談等を通
じて、全教職員への共通理解が図られ、チームとして生徒指
導に取り組む協働体制を構築することができた。
・特別支援・いじめ防止委員会を年間複数回実施することで共
通理解を図り、気になる生徒の情報共有、課題や問題点を認
識するとともに、次年度に向けた対策を検討した。
・HR活動においては、意見を言っても改善されないという気持
ちを生徒が持たないよう、評議会や意見集約の方法を工夫し
たい。
・コロナの状況が変化すると、ボランティアに参加する機会も
増える。桃源郷マラソンも来年度は実施となる。充実した体験
ができ、地域社会の一員としての自覚が持てるようるようサ
ポートしたい。
・地域社会との関わりを強化するため、今年度もコロナ関係で
なかなか実施ができなかったが、わかば支援学校との作品交
流やフードバンク山梨への協力等を次年度以降も積極的に
行っていく。
・コミュニティスクール校として、地域の各関係機関と連携をさ
らに密に行っていく。

幸福追求を目的とするキャリア
教育の推進

3

4

規範と相談による生徒指導体
制の確立

体育・文化活動による健康・安
全教育の充実

2

・将来の職業選択につながるような体験的学習の支援が充実してい
るかについて、学校改善アンケートの教職員評価で肯定的評価が
前期より上昇し100％となった。生き方講演会等での啓発と分野別
職業ガイダンス等での体験が融合し生徒の成長につながったことに
よると考えられる。
・総合的な探究の時間における進路学習・進路研究が、生徒が進路
を選択する力を養っているとの肯定的評価が学校改善アンケートに
おいて１００％となっている。生徒のキャリア形成について懇談での
見とりや保護者との共有も進んだ。
・今年度のインターンシップは、新型コロナウイルス感染拡大に伴い
中止となったが、事前学習によって社会人にとって必要なマナーや
仕事に向かう姿勢を学ぶことを通じて、生徒の人間的成長や望まし
い職業観・勤労観の醸成につながっており。事前指導が適切に行わ
れているかについて肯定的評価がが96.2％となっている。進路講演
会が適切に実施されているかについては100％となっている。
・櫛形山エコ・パークでの体験学習や遺跡発掘現場見学等を通じ
て、地域と関わり、地域の特色を学ぶ機会となった。地域の実情を
認識し課題について考えることを、自らのキャリア形成過程に位置
づけさせる指導が進んだ。

・学校や生徒の活動状況を学校ホームページにタイムリーに紹介すること
ができた。また「生徒会だより」を通じて保護者には大会等の成果を報告す
ることができた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・外部コーチ
を積極的に招き、部活動の活性化と共に、顧問の負担軽減を図った。また
高額な備品は補助を行った。ただ、生徒数減で部員数が極端に減り、試合
に出るぎりぎりの人数の部が多い。また、コロナの影響か放課後・土日の
活動を嫌い、部活動に参加しない生徒も多い。各部部員確保が課題となっ
ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・部活動においては、コロナ
対応を含め「やまなし運動部及び文化部活動ガイドライン」に則った部活動
方針を教職員に周知し、適切な活動がなされるよう努めた。特に、活動日
と休養日を明確に設定し、メリハリのある活動計画を策定し、併せて学習と
の両立にも留意した。
・学園祭では2，3年生のステージ発表に外部審査員を招き、事前指導も
行ってもらった。生徒は真剣に取り組んだ。3年生は桃源文化ホールスタッ
フとのやり取りの中で課題を発見し、ステージを完成させた。
・コロナの関係で今年度も直前で地域住民との防災訓練は実施できなかっ
たが、計画を見直すことでコミュニティスクールとして学校と地域、生徒及
び教職員と地域住民の連携を意識することができた。
・バイク通学者対象安全運転講習会を年２回、交通安全指導、防犯教室
等々を適宜実施し、安全な生活を送るために必要な資質・能力の育成に
努めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・R4はコ
ロナ禍で2年間実施できなかった性感染症の講演会を実施するなど、事業
を再開することができた。次年度も引き続き計画をしていきたい。

Ａ

Ａ

・挨拶・身だしなみ・登下校指導においては、全教職員で行う指導体制のも
と成果を上げている。「基本的な生活習慣の確立」について、保護者や教
員アンケートにおいては高評価となっている。校則については生徒の中に
は窮屈さを感じている者も若干いた。
・「生徒理解と居場所づくり」は、学年を中心に担任、教科担当、部活動顧
問、保健室等の連携が密接になされ、生徒に寄り添った指導がなされた。
また、教育相談体制も、コーディネーターを中心に組織的に行えた。SCの
活用も効果的であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・HR活動におい
て、特に学園祭に関しては、評議会を通して生徒の意見が反映できるよう
意見交流に努めた。また、評議会以外にclassiを利用したアンケートなどを
実施し生徒会本部役員は生徒の意見を吸い上げていた。
・いじめを許さない雰囲気づくりに努めた。特にSNSの利用については講演
会を開催するなど重点的に指導した。
・家庭や地域社会への情報発信として、各係からのたよりやHP、Classiに
よる広報活動を積極的に行った。
・フードドライブ活動と募金活動を年2回実施。ここ数年継続的に行ってい
る。フードドライブ活動に興味を持っている生徒も居り、活動が浸透してき
たと感じる。本部役員の生徒もポスター配布や仕分け作業など意欲的に活
動を行った。

Ａ

Ｂ

・本年度1学年に導入されたBYODの活用も含めて、ICTを活
用した授業改善研修会を数回実施するなど、各教科でICTを
活用した授業展開が試みられた。
・各授業担当で課題等は適宜出したが、家庭学習が定着し
ていくほどではなかった。Classi等を活用した課題配信はあ
まりなかった。
・コロナ禍でもあり、話し合いやグループ活動が盛んに行え
なかったが、2学期後半から生徒の活動や教え合いが増えて
きた。
・教え合いの中で言語活動が増えてきた。
・授業やHR活動の中で、できるだけICTを使用して生徒の理
解が深められた。また1年生は個人PCを積極的に使用する
ようになってきた。
・今年度はコロナ禍の中でも、年度内に２回の管理職による
授業参観は実施できたが、教員同士の相互授業参は思うよ
うには活発にできなかった。
・「エナジード」三年目の展開、クロスカリキュラム「HAPPY」
の実施を通して、教科横断型の取り組みを図った。

・教員同士の相互授業参は今年度も思うようには
活発にできなかった。次年度以降も積極的に相互
の授業参観を実施したり、研修会を実施したりする
などして「互いに学び合う教職員集団」を目指す。
・先生方が効率的に課題を配布し、チェックしやす
いようにICTをもっと活用する。生徒が積極的に課
題を行い、知識・技能が定着するようにその都度
適した課題を与える
・各教科で、もう少し生徒が学んだことを生かせる
場面を設定する。
・コロナも落ち着いてきたので、来年度はもっとグ
ループ学習等、意見交換や教え合いの場面をつく
る。
・教科や担当に関わらず、積極的にＩＣＴ機器を使
用する。（研修や教員間での情報共有）
・クロスカリキュラムについては、次年度も継続して
行い、スクールスローガン「HAPPY」を実現すべく、
教科を超えて学校全体で組織的に取り組んでい
く。
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・ICT機器の活用や個人PCが活用されているのを授業参観で拝見させて頂きました、少し気になる点
が、ＰCのスペックが低いのか、Wi-Fiのスピードが遅いのかわかりませんが、処理速度が少し遅いよう
に感じました。ERROR表示の出ている生徒もいました。インターネットの環境整備が必要かもしれませ
ん。                                                                                                                               ・家庭
学習の定着については課題がある。ＩＣＴを活用し、効率的な取り組みを実現し成果を上げてほしい。
・定期的な研修会を実施し、ＩＣＴ活用レベルを上げてほしい。
・相互の教員授業参観で評価や意見交換会は積極的に行い、話し合える環境を整えて下さい。
・今年度は各教員がICTの活用に積極的に取り組み、様々な工夫を凝らした授業展開が見られた。課
題とされる家庭学習環境の改善に引き続き取り組んで欲しい。
・生徒自身が「考える力」や「 コミュニケーション能力」の向上を目指して主体性をもって取り組んでい
ただきたいです。
・いつもＩＣＴの授業のクオリティの高さには驚かされます。Ｃｌａｓｓｉは素晴らしいシステム。何よりも生徒
たちが楽しそうに学習していることが良いと思います。
・ICTの利用とグループでの教えあい（聞きあい）を意識して取り組んでいる。
 ・各教科あるいは教科の枠を越え研究授業等を実施し、相互に意見交換を行うのは如何でしょう。

・各学年に不登校の傾向にある生徒がいる反面、今年の3年生に皆勤の生徒が25名いることが驚きです、特に
コロナ禍の中で集中できる環境で無い時代の皆勤は素晴らしいと思います、真面目で尚且つ学校生活が楽しい
状況でないと出来ない事だと思います。
・職員間の生徒指導に対する意識統一は図れていた。
・いじめの対応については、できていると思うが、保護者アンケートにおいて否定的な評価が他の項目より多
かった。三者懇談等の直接対話の機会や学校・学年だよりを通じて学校の対応体制について保護者の理解を
深めていってほしい。
・行事の運営について、生徒が主体的に活用できている。
・コロナ禍で予定されていたボランティア活動が中止になったものがあるが、次年度は、地域と連携しながら積
極的に活動してほしい。
・生徒に寄り添っている先生の姿が良く感じます。ありがとうございます。
・小規模校故の厳しい教職員体制においても、相互理解と努力により協働体制を構築し、生徒の生活指導に成
果を上げている。学校の広報活動にもHPなどを中心に積極かつ継続的に取り組むなど、教職員の弛まぬ努力
に敬意を表したい。
・生徒指導の体制は確立されているので、さらに良い方向へ継続していただきたいです。
・職員数が少ないことを強みとして、さらに職員のチームのまとまり、意識の高まりを期待しています。生徒や保
護者アンケートからは高い評価がうががえます。
・生徒の状況は落ち着きを感じられ特に目立ったことはなく先生方の生徒指導の成果だと思います。
・あいさつやボランティア・いじめのない学校など、教職員と生徒がベクトルの向きをそろえて取り組んでいる。
・価値観の多様性に伴い、特に生徒指導は重要になると考えます。
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